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関東地方の需雨（その1）一箭雨口の大気鉛直構造の数値1解析一小元・米谷
問題であるが，ここでは予報示数として考える．計算は1972年のデータについてのみ行つ
た．表2は，P色とP。の関係がきわめて悪いことを示している．しいて関係を見出すとす
れば，量的にはかなりの差はあるが，計算値と関東全域の平均降水量の間にやや相関がある
といった程度である．予想されることではあるが，一次元モデルを雨量予撮に使うのは無埋
である．
8．む　す　び
　大気鉛直構造の日変化が対流雲の発達に与える影響を見るために，1972年と1974年の夏
季に藤岡で実施したレーウィンゾ：／デ観測データを用い，簡単な一次元積雲モデルにおいて
高度C。から上昇する飽和空気塊の到達（雲頂）高度C。と最大上昇速度W㎜、を計算した．
初期条件のうち初速または温度差を変えることによる影響は一般に小さく，Cわのとり方が
Cε又はW㎜。に決定的ともいえる影響を与えることが明らかになった．この理由は，気塊
の上昇速度の小さい下層において，気温減率の鉛直変化が大きいためである．当然のことで
はあるが，C。の目変化はCわを低くとる程大きく，C。が1，500m以上ではほとんど消失
する．しかしながら，C＾の日変化曲線と実際の発雷の時刻別ひん度曲線の問にはかなりの
差が見出される．統計によると，前橋における降ひょう発生時間のピークは14～15時であ
る（OmOto，1967）．南関東ではさらに遅い．しかし計算ではピークは13時頃で正午前にピ
ークに近い値が得られている．一次元モデルを使う限りこの時間的ずれを無くすることはま
ず無理であろう．木報告の冒頭で述べたように，関束地方の雷雨の日変化は他の要因が影響
を与えているが，これらを一次元モデルに組入れることはできない．
　今回用いた一次元積雲モデルによる雷雨・降ひょう予報はShowa1te・Indexを使った場
合にくらべてすぐれているとはいえない．このことは，より物理的なモデルが適中率におい
てよりすぐれた予報法と言えないことを意味している．ただし，初期値あるいはバラメータ
の選び方を変えることによって，予報モデルとしての改良は可能であろう．
　個々の計算値に多少のばらつきが認められるが，館野あるいは藤岡のいずれか一方のデー
タを用いても，関東地方の対流活動の指標となる計算雲丁頁高度の日々の変化が大体把握でき
ることがわかった．しかしいずれかの観測地一点付近でとくに雷雨活動の激しかった日につい
て，問題の地点のf直を用いたCεに全体の変化傾向からみても異常といえる大きな値が得ら
れていることは，例数が少ないとはいえ，注目すべきかも知れない．
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